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０ ． は じ め に

英語における名詞句の同一指示については、これまでに多くの研究がなさ

れてきたが、現在もなお､､くつかの問題が残っている。小論は,Chomsky

(1981)のAvoidPronounprincipleを一般化した語用諭的原理によって，同
一指示解釈の現象を統一的に説明しようとするものである｡（１）

以下、まず第１節でAvoidPronounprincipleについて概観し、さらにこ

れを一般化したAvoid､New,NPという語用論的原理を提案する。次に第２

節ではこの原理と統語構造の関係について論じ、名詞句位置のpriority(優

先性）と↓､う概念を用いてこの原理の働き方を示す。最後に節３節では英語

以外の言語にも目を向け、この原理の普遍的な性質について考察する。

１．原理の一般化

Chomsky(1981)は次の同一指示の事実をAvoidPronounprinciple(代名

詞回避の原理）によって説明している｡(2)

(1)a.??JI)ﾙ〃wouldmuchprefer[ﾉ"sgoingtothemoviel
b . Joh , ,wou ldmuchprefer {PROgo ingtothemov ie l

(1a)の代名詞ル/3は，もし,ﾙﾉﾙ〃との同一指示が意図されているならば(1b)
のようにPROに置きかえることが可能である”よって(1a)は,pronoun

を避けてPROを用1,､ることができるにもかかわらずpronounを用いて､、
るためAvoidPronounprincipleに違反しており同一指示解釈が困難にな

って1,,ると説明される。
これを受けて安井。中村（1984）は平行的な原理AvoidNameの存在を示

唆しているが､次の例などはこの原理によって説明されることと思われる≦(3)
-７３-
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０(２)a.*@ﾉbﾉ"zso"thinksthatJtﾉﾉ2"so"ispopular.
ｂ・『ん〃z""thi,'ksthatルeisp()pular. (LakoH1976:301)

(2)においても，もし同一指示が意図されているならば．(2b)のように代名
詞を用いることができるのであるから､2a)のようにnameJりん'zso〃の繰

り返しをする必要はない。よって(2a)はAvoidNameprincipleの違反と
なり、同一指示解釈は排除されることになる。
ChomSky(1981)が指摘して↓､るように、こう↓､った原理が「必要以上の

ことを言うな」という会話の原則と関連しているとすれば、この他にも同一

指示解釈の原理やそれによって説明される例があるはずである。そして実
|嬢、以下の例がこれにあたるものと思われる｡(4)

(３)a.**《んﾉ"Isaidthatルル〃Ｇ"〃sﾉ""んwouldwin.
b.*?Jbﾙ〃saidthat,ルル〃wouldwin.

(４)a.*んｈ"”ﾉzthinksthat/ﾙｅルα”α7,aispopular.
b . Jbﾙ " " " th inks tha t / i c i spopu la r. (Lakoffl967:301)

(５)a. *After l ta lkedtoJbｈ"、THEBASTARDwentandspi l led
thebeans.

b.AftcrItalkedto'ﾊﾉﾙ〃、／ﾙc６(zstαﾉ-ffwentandspilledthc
beans.(Akmajian&Jackendoffl970:124)

(６)a . *AfterHEwokeup､J I )ﾉ i "wenttotown.
ｂ・Afterルewokeul)、，ﾉbﾉi"wenttotown. (Ibid.)

(3)の例では、AvoidFullNameと､､う別な原理を仮定すれば、(3a)の方が
(3b)よりも容認性が低いとも,う事実を説明できるだろう。｜両l様に(4)の例か
らAvoidEpithetという原理を考えることができよう。また(5)及び(6)の
例では､強勢の置かれた名詞・代名詞は同一指示と解釈されないので.Avoid
StressedFormという原理も働↓､て↓､ると言える。

さて、これらのAvoidａという形の渚原理は，すべてGrice(1975)の会
話の公準の１つ、「必要以上のことを言うな」という公準に関連していると考
えられる。よって上の諸原理を一つの形にまとめることが考えられるが、そ
のためにまず次のような名詞句型の情報の新旧に関する階層を仮定して象
よう６(5)．
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（７）
■

１．

･ ●

１１．

New/OldlnformationHierarchies:
Fu l lName>Name>Ep i the t >P ronoun>PRO/pro ( ' )
StressedForm>UnstressedForm

これは名詞句の型によって，それが表す情報の新しさが異なると考え、左か

ら新し↓,順に並べたものである。(7i)は形の点からの,(7ii)は強勢の有無の

点からの階層づけとしてある。例えば話し手が聞き手の知らないある人物の
ことを談話中に導入しようとする場合，あるいは小説の冒頭部を考えてみよ

う。話し手はまず､outofblue'全く新の情報としてfullnameの形でその

人物を導入するだろう。そしてその後にｎａｍｅあるＬ,はpronounを用いて

その人物を示すことになる。(7i)の階層はこの状況をふまえて、逆に名詞句
の型の点から情報の新旧を予測することができるという考えに基いている。

また(7ii)の強勢の有無につ心､て言えば、いったん談話中に導入された名詞

句は旧情報となるが，それをまた特に取り上げて新情報としてもう一度示し
たい場合にはその名詞句に強勢を置くことになる。このように(7)は名詞句

型が選択されるときの語用論的状況を示しているものと言える。

さて、この階層(7)を仮定すると，(1)から(6)の事実を説明するAvoid"
の諾原理は、階層上でより右の、すなわちよ．り|日の名詞句型を選択せよとし

て↓､る点で共通である。そこでこれらの原理をAvoidａの形を使って次の

ように一般化して示すことにする。

(8)Avoid:New'NP

(8)は「新」の名詞句を避けよ、というもので、ここでのGNew'はあくまでも
相対的な概念である。ある名詞句が:New'であるかどうかは、その名詞句型
と、それと交替しうる他の名詞句型との階層(7)における相対的な位置で決
まるからである。例えば(７i)においてpronounはPROよりも、New'であ

り，それゆえ(1a)の版sは,(1b)のPROとの比較の上で:New､となる。
同様に(2a)のnameJｂｈ"so",(3a)のfullname,(4a)のepithet,(5a)及

r)<(6a)の強勢形は､それぞれ対応する(b)文の名詞句型との比較上@New'で
あると言える。よってこれら(1-6)a文の､New'NPは、同一指示解釈が意

- ７ ５ -
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図される場合には(8)の原理に従って回避されねばならず、(1-6)b文のよう
に．より、Old.の名詞句型に置きかえられる必要がある。すなわち(1-6)aを
同一指示とする解釈は原理(8)の連反となり、この解釈が実際に不可能だと
いう事実が正しく説明されることになる。またこのことを聞き手の解釈とい

う点から見れば、より、Old,の名詞句型が使えるのに､わざわざ大きな､New,
の名詞句が用いられているのは,話し手がII1-指示を意図していないからだ、

と聞き手が判断しているということになる｡(6)同一指示ならば言語の経済性
に従ってできるだけ省略するということが話し手と聞き手両方の頭の中にあ
るのだと考えられる。

以上この節ではChomskyのAvoidPronounをもとにしてAvoid,New.
NP(8)と､,う一般化した語用諭的原理を提示した。

』

2．名詞句位置の優先性

この節では上に述べた原理がl'1-指示のllll魎例をどう1魂ﾘlするのかを考え

ていくことにする。次の(9)から(1１)はよく知られた例である。

，ﾙﾉﾙ〃atcsupl)crbeIorc/J(Pleltt()wn.
*Hbatesupperbefore,ﾉｨﾉﾉﾉ〃lcitt()wn. (LakoH1976:277)
IspoketoB('"il'ルノＪofii(x､．

*IspOketOル."〃i,1Be"､soHicc. (Reinhartl983:53)
Ｒｲﾉ.wenteredther()oma''ds/iccollapse(1.
* J f / ' ccn tc red the r ( ) ( )ma ' ' ( IR ( ﾉ j I { ' co l l apsed . ( l b i d :54 )

( 9 ) a .
b.

(10)a.
b.

(11)a.
b.

ここではまずAvoid$New､NPが文'l 'で線的|順序に従って左のNPから右

のNPへと過用して↓､くと仮定してみよう。すると(9-11)aでは右のNP

としてﾉｌｅ､ルバ､§ﾙＣがあり、これらは階隅(7)におｂ､てNameよりも、Old，

なpronounであるためAvoid､New'NPの原理に合っていると言える。こ

れに対して(9-11)1)では逆にｎａｍｅがprollounの右にきており、AvOid
4New､NPIXl)ronoun,'1KIm(､のllmに適用されるため911KIIneがこの原理の

違反となる。このようにして(9-11)の例は語用諭的原理が線的順序で名詞句
に適用していくと仮定すれば正しく説明することができる。

-７６-
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しかしながらこの仮定では次のデータを説明することができない。

(12)a.Before"ﾉbﾉ"zlefttown、ルeatesupper.
b.Before"elefttown､Ｊひﾙ〃atesupper.(LakoH1976:277)

(13)a.*Nearルカ"､ルesawasnake.
b.Near〃ﾉ"、《んん'sawasnake.(Ibid:278)

(12-13)bでは、(9-11)bと|にj様に、ｎａｍｅがpronoullの右にあるが、IIj-指
示解釈が可能となっている。さらにまた(13a)においては、(9-11)aと|可様
に、pronoullがｎａｍｅの右にあるのに同一指示解釈が不可能となっている。
このように(12-13)の例は,Avoid{New$NPが単に線的順序に従って適用

すると仮定したのでは同一指示の現象を説明しきれないということを示して
いる。
しかし、ここでもし(12-13)b及び(13a)ではAvoid,New'NPが,(9-11)

及び(12a)とは逆の方向に、すなわち右のNPから左のNPへと適用してい
くと考えられるならば，以上の事実はすべて語用諭的原理１つによって説明
できることになる。以下ではこの可能性について考えてみることにしよう。

従来から同一指示解釈は２つのNPの左右|對係と統語構造における上下関
係によって決定されることが指摘されてきた。この左右と上下の関係をこれ
までにみた例文について考えると，これらを４つの場合に分けることができ
る。(I)右にあってかつ構造的に下にあるNPは@New,ではありえない(9-
1())｡(ll)上下関係に差がない場合、右にあるNPはqNew'NPではありえな

↓，(11)｡(III)一方が左で下，他方が右で上の場合は，どちらのNPも&New'
NPでありうる(12)｡(IV)しかし一方が左でかつかなり下にある場合(VPに
つくPP内など）そのNPは6New､NPではありえな↓、(13)。
このことをAvoid､New､NPの原理を用いてできるだけ明示的に述べる

ために、ここでNP位置の優先性(priority)と↓､う概念を導入してみる。そ
してAvoid,New'NPはprior ityの高いNPから順に低いNPへと適用さ
れると仮定して承よう。そうすれば結果としてpriorityの最も低いNPが
最も@OI(I，なNP型になり，事実を雁しく説明すると考えられる。ここでこ
の優先性を次のように定式化する。

- ７ ７ -
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(14)PriorityofNPPositions:
i .1fanNPI)osition(A)isleftofanother(B)､AispriortoB.

(AssignOtoAand-1toB.)
ii. IfanNPposition(A)ishigherthananother(B)inthesyn-

tactictree、AispriortoB.(AssignOtoAand"toB:.z>
】、theremaindeｴafteゞ 、ubtracting[ihenumberofbranching
node3dominatingBfromthat(lominatingA.)

i i i .Addthepointsassignedby( i )a , ,d( i i )．′rhetotal isthepri-
orityoftheNPposition.

(14)にお↓､て.(i)は左右関係の優先性、(ii)は上下関係の優先性を示し、(iii)
でこの２つの関係の相互作用による総合的な優先性を数仙の和で示してい

る。また(14i)は左右関係に二値的な値(0か-1)を付与するが.(14ii)の上

下関係では与えられる数値は多値的(Aを支配する枝分かれ節点の数マイナ
スＢを支配する枝分かれ節点の数）としてし､る。これは(12-13)aで見たよ

うに、上下関係ではその差の大きさが同一指示解釈に関係してくるからであ
る。これに対して左右関係では２つのNPの距離と↓､った要因は解釈に影響

してこないと考えられる。例えば(10-11)bでは|IIj方とも|司一指示解釈は不

可能となっているが、２つのNP間の距離は異っており、近↓,ほど可能にな
るというものではない。

さて今定式化した(14)を用し､てこれまでの例文の構造とNPの優先性を詳

しく見ていくことにしよう。ここでは統語構造を簡略化して示すことにし、

特に枝分かれしない節点(non-branchingnode)は省略する。また問題とな
る２つのNPを支配する枝分かれ節点は丸で囲って示す。 ０

- ７ ８ -
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(15)（＝9）

/、
a.｡/b ﾙ〃ａｔｅ
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i . 0
i i ． ０
i i i . 0

1)efore
before

ハe

Jbﾙ〃
-１

-１

lefttown
lefttown

supper

supper

-２＞

(16)（＝10）
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(17)（＝1１
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ここでAvoid､New､NPprincipleはNP位置のpriorityに従って順に各
NPに適用されていくと仮定する。すなわち各図の(ii i)に不等号(>または

く）で示されているように,priorityの高し、NPから低いNPへと適用され

るものとする。すると上の(15-17)ではNP,、NP2の順でこの原理が適用さ

れ,(15-17)aではNP2がNP1よりも$Old,な名詞句型(代名詞)になって↓、

るのでAvoid､New'NPに従っていると言える。これに対し(15-17)bでは
NP2がNP1よりも､New'の名詞句型(name)となっているため、この原理

の違反となる。このようにして同一指示解釈が(15-17)aで許され､(15-17)b

では許されな↓､ことを語用揃的原理によって説明することができる。

それではa,bともに同一指示解釈が可能な(12)の例はどうだろうか｡(7)

- ８ ０ -
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(18)（＝12）

之、
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priorityの定式化(14)に従えば(18)ではNP,とNP2の値が同じとなる。こ
ういう場合は、Avoid､New､NPはどちらのNP位置からも適用できると考

えて良し､だろう。すなわちNP,､NP2の順で適用すれば(18a)が、NP2,NP,
の順なら(18b)が正しい予測として得られる。この例では左右のpriorityと
上下のpriorityが相殺されて↓､ると考えられる。そして(14)のpriorityの
定式化はこのことを正しく表して↓ると言えるだろう。

しかしながら(13)の例につL↑ては問題が生じる。（13)のＳ構造は一般に
(19)のように考えられて↓‘るからである(cf.Reinhartl983)。

- ８ １ -
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(19)（＝13）
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(19)ではNP,の方がNP2よりもpriorであり、Avoid@New'NPはNP,、
NP2のll頂に適用されることになる。すると(19a)のルeは適格であるが(19b)
のJbんzは原理の違反ということになり，事実と反対の予測をしてしまう。
この問題に対しては２つの解決法が考えられる。まず１つはGu6ron

(1984)が示しているLF-reconstructionである。LFではVPにつくPP
(VerbPhrasalPP)は前置される前のもとの位置に戻されると仮定してみよ
う。すると例文(13)のLF表示は次の(20)となる。

(20）

P I

asnake
as, ,ake

JbA〃
ん〃〃
-１

-２

＊ｈｅ

J b " "
Ｏ

Ｏ

ｗ
ｗ
ａ

ａ

Ｓ

Ｓ

ｎｅａｒ

ｎｅａｒ

■

■

●

■

●

ａ
’
，
・
１
如
皿
恥
血
合
■
■
品 ０ -３＞
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そしてさらにAvoid.New'NPがLFでreconstructionが起こったあとに

適用すると仮定すれば(13)の同一指示の事実を正しく説明できる。すなわち
この原理は(19)でなく（20)に適用するので､その適用順はNP2、NP,となり，
ａが違反、ｂが適格となるからである。

しかしこの解決法には、LF-reconstructionという移動の性質がはっきり
としていな↓､という問題がある。またそもそもpriorityの定式化(14)のう
ち左右関係のpriority(14i)は、Ｓ構造あるいはSurfaceStructure(PF)で
の左右関係を扱っているものであるから、LFで左右関係のpriorityが決ま
るというのは矛盾することになる。

（13)を説明するもう１つの可能性は,McCawley(1988)などが提唱してい
るdiscontinuousconstituency(不連続構成素）の構造を仮定することであ
る。この考え方に従えば，例文(13)の構造は(19)ではなく(21)となる。

(21）

a . * n e a r，ルル〃 ルＦ

b . n e a r l l / " I ,ｂ ・ ｎ ｅ ａ ｒ ， ﾉ b ﾙ 〃
ｐ Ｏ - １１．

● ●１ ， ． - ２ ０

， ， １ ． - ２ ＜ - １

asnake
asnake

Ｓａ弧，

ｓａｖｖ

(21)では前置されたPPは、(20)のようにＳに付加されるのではなく、VPに

直接支配されたままであり.V" "及びNP"s "αんｅとsis terの関係になっ
ている。この構造では、NP1は上下のpriority( i i )が-２と低いので、左右
のpriority( i)との合計(ii i )もNP２より低くなる。よってAvoid@New'NP

はNP2、NP,の順に適用され、(２1a)の‘ルル〃はその違反となり,(211))の

-８３-
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ｈ”は適格となると正しく予測される。

以上例文(13)に対する２つの解決法を示したが、本論では線形性を考慮に
入れる立場から(20)のLF-reConstructionではなく、(21)のdiscontinuous
constituentを仮定する分析を採用する。 ●

さて本節ではこれまでｎａｍｅとpronounの同一指示解釈について見てき

た。しかし鋪１節で述べたようにAvoid.New､NPはすべての名詞句型にあ
てはまる原理であるから、他の組み合わせについても、その構造とpriority

によって説明ができるはずである。ここではその一例としてnfimeとｎａｍｅ
の同一指示解釈を考えてみることにする。

(22)a.*Ros(zcomplainedthatRos"hadaheadache.
ｂ、？PeoplewhoknowN/工oﾉzhateNf"o".(Reinhartl983:31)

(2３

hadaheadacheＩ虹

１

３

ルー
c o m p l a i n e d t h a t*Ros(I

０
０

１．

● ●

１１．

● ● ●

1１１． -４０ ＞
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(24)（＝２2b) Ｓ

Ｎザ Ｖ Pz

〆ＰＮ

ｌ

云具
V N P I

ｌｌ
?pe o p l e w h o k n o w Ｎ通 o " h a t e

Ｏ
-２

Ｎ近o〃
-１

０

１．
● ●

１１．

① 0 ○

１１１． - ２ ＜ - １

priorityの定式化(14)によって(23)ではNP,、NP2の順,(24)ではNP2、NP】
の順でAvoid､New'NPprincipleが適用される。よって(23)ではNP2の

Ros(I、(24)ではNP,のＭ錘o〃が同じｎａｍｅの繰り返しとなり、この位置で

可能なpronounよりも、New.であるため原理の違反になっていると説明で

きる。

ここで(23)と(24)ではNP,とNP@のpriorityの差が異なることにも注意

した↓､。（23)では０＞-４でその差は４だが,(24)では-２＜-１でその差は１
である。もし差の小さ↓、(24)では(23)よりも原理の違反の程度が軽いと考え

られるなら、(22a)と(22b)の微妙な容認性の差も説明することができる。
これはpriorityという数値で段階を示すことができるこの分析の利点と言

えるだろう。

。

3．語用論的原理の普遍性

以上、同一指示解釈を決定する一般的な語用論的原理があるということを

論じてきた。まず第１節でいくつかの原理を、情報の新旧の階層(7)に基づ
いてAvoid､New､NPpri ' 'ciple(8)に一般化した。第２節ではNP位置の

priority(14)を定式化し、この原理の適用の仕方をいくつかの例について示
一 ８ ５ -
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した。

さてこの節では妓後にこの原理の普遍的性質についてふれることにした
い。まず次の英語と日本語の平行的な例を考えてみよう。

*AfterHEWokeuP，，ﾉbﾉ】〃ｗｅｎｔｔ(）ｔｏｗｎ・

Afterノ>ewokeup、，ﾉiﾉﾙ〃ｗｅｎｔｔｏｔｏｗｎ．
*After l jwOkcup, johnwcnttot ( )w '1 .
*彼が起きたあと、太郎は街に行った。
*彼は起きたあと、太郎は街に行った。

‘起きたあと，太郎は街に行った。

(25)a.
b.
ｃ、

(26)a.
b.
Ｃ、

(25a)で同一指示解釈が許されな↓､のは､HEがAvoid.New,NPのsubcase
であるAvoidStressedFormに違反してＬ,るためと考えられる。(25c)に示

すように英語では時制文の主語の位置にゼロ代名詞(pro)が生起できない。

よって(25b)のルｅには,Avoid､New'NPの別のsubcase,AvoidPronoun

は適用されず、(25b)が同一指示解釈を受ける文となる。これに対して日本

語では(26c)のように主語位置にゼロ代名詞が生起できる。よって(26b)は
AvoidPronounの適用を受け、その違反であるため同一指示解釈は排除さ

れることになる。このように(25)と(26)の述いは，時制文の主語位置にゼロ

代名詞を許すかどうかとＬ,う文法的要因から生じていると考えられる。
これに対し,Avoi(I､New,NPのまた別のsubcase,AvoidFullNameは

英語と日本語で同様に|動いて､､ると,思われる。次の例を考えよう。

(27)a.*?･ルル〃saidthat,ルル〃woul(1win
b.**Jｂﾙ〃saidthat,ルル〃Ｇりばsﾉ"〃ルwouldwin

(28)a.*?太郎は太郎が勝つと思った。
b.**太郎は岡本太郎が勝つと思った。

’(28b)のful lnameは(28a)のｎａｍｅよりもAvoid,New'NPの違反の程度

が大きし､と考えられる。Ｍ様に英語の(271))も(27a)より強い違反となって

おり、この(27-28)の場合は、（25-26)とは異なり、英語と日本語でずれが生

じな↓､。

（26)で見たように日本語もnullpronominallanguageの１つと考えるこ
-８６-
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とができるが，同様の他の言語についてはどうであろうか。Lujan(1986)は、

スペイン語・イタリア語・ポーランド語・中国語につ↓､ても、語菜的な代名

詞(lexicalpro,,oun)は非同一･指示と解釈され、空の代名詞(nullPronou'')
が同一指示とされるような例を上げている。ここではスペイン語と中国語の

例を示しておく。

(29)a.*Si"noduerme､血α〃seirrita.
b.Si jnoduerme､JZ"7zseirr ita .

､If/iedoesn'tsleep,Jbh"getsirritated.、

(30)a.*T@Iyizu()-wanshi,Z/i"'ZgS["ljiuhuijiale.
b. jy izuo-wa, 'shi ,Zﾉi "zgsf"z j iuhui j ia le .

？6Assoo''asルe６nishedhiswork.ZﾉJ("１９sα〃wenthome.

(LujAnl986:248-49)

､

これらの言語においても、(29-30)bに示すように、主語位置でゼロ代名詞が

許される。よって(29-30)aのovertpronoun、"及びｔαはAVoid@New，
NPの違反となり、同一指示とは解釈されな↓､。

これに対し同じスペイン語でも前置詞の'1的語の位置では(31a)のように
overtpronounが要求され、(31b)に示すようにゼロ代名詞は生じえない。

(31)a.Cuand()hablande邸､<ﾉ"(I"seirrita.
b . *Cuandohablande. ,Juanseirr i ta .

､Whentheytalkabout〃"'、,ﾉiﾉﾉ"!getsirritated.'(lbid.)

この場合はAvoidPro,'ou''を(31a)の〃に適用すると(31b)のように非文

となってしまうので(31:')はAvoid･NewNPの違反でなく，同一指示と解
釈されうるわけである。(31a)と(31b)は、(25b)と(25c)の英語の例とちょ
うど平行的になっている。
以上この節では、英語と日本語やその他の言語を対照させながら、Av()id

､New､NPprincipleが神遍的に存在することまたnullpronominallan-

guageであるかどうかというような統語的要因で原理の適用にずれが生じる
ことを見てきた。示した丙語の数はごく少数であるが、この原理は語用諭的
なものであるので．この他の多くの言語でも同様の事実が見られるものと思

一 ８ ７ -
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われる。

5 ． ま と め

以上、｜則指示の語用諭的原理として、情報の新||lの階層(7)に基づいた
Avoid.New.NP(8)を示し、この原理が統語構造中のpriority(14)に従って

順に各NPに適用されること，そしてその語用諭的性質のため普遍的である

ことを述べた。

最後にこのことを話し手と聞き手という観点からもう一度考えてみよう。

話し手が表現を経済的にするために繰り返される名詞ｲﾘを短いものにしよう
とするのは自然なことである。そしてこの省略を行う方向はその文内での線

的順序だけでなく構造的な優位性によっても影響されると考えられる。また

|叫lき手はこうした話し手の省略の方向を同様に想定し、話し手の同一指示の

意図を読み取ってし､るものと思われる。以上示してきた原理・階層・定式化

は、このことをできるだけりl示的に述べようとしたものである。

▲

〈注＞

(1)木柵は日本英語学会鋪６回大会（1988年１１ハ，於背1l1学院大学）で口答発表した原柵
をもとに加筆，修1ﾋをしたものである。コメントを下さった多くの方,ｆに感謝申し上
げたい。

(2)イタリック体及び下線の名詞句ば同一指示を表すものとL,文頭の印は同一指示解釈
のもとでのその文の容認性を示すものとする。またイタリック体の名詞句がない文の
星印はその文が非文法的だということを表している。

(3)AvoidNameljEChomskyの一般的談話原理(i)を言いかえたものと思われる。

(i)Avoidrepetiti()nofR-expressions,exceptwl'enconditionswarrant
(Chomskyl981:227,n.45)

ここでは議論をわかりや1-くするため、(i)ではなくAv()i(INamel)rincil)leを使っ
ていくことにする。 ロ

(4)ここでは強勢の置かれた語を示すために大文字を用いることにする。
(5)Lakoff(1976)は次の階扇によって同一指示の現象を説明している。

(i)propernames>dcfinitcdescriptions>epithets>pronouns

またGiv6n(1983)IXtopicNPのcontinuity/pre(lictabilityの階層として(ii)を
示している。

●
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(ii)zero>unstressed/cliticpronoun>strcssed/independentpronoun>full
l ) EF -NP>mod ifiedDEF -NP

さらにAriel(1988)はAccessibil ityの階層(iii)を提示しているが，これはAriel
自身が述べているようにGiv6nのtopiccontinuityの理論と基本的には同じもの
と考えられる。

( i i i ) JoanSmi th ,1hepres ident>JoanSmi t l , > ' r l , ep res ident>Smi th>
J ( ) a n > T l , a t / t h l s h a tweboug l , t l a s t y e a r > T h a t h a t > T h i s h a t >
' r l ' a t > T h i s > S H E > s h e > h e r s e l f > { i

(6 ) (7 i )の階胴でcNew.のNP( : f<O ld 'のNPよりも長いものであり,(7 i i )では強勢
のため音として大きいと言えるだろう。文字で強勢が表ｵっされる場合も大文字が使わ
れるなど視覚的に大きく表示される。よって6New'のNPは「大きい」という言い
方は可能であると思われる。

(7)節点EIj:Expressionという単位である。詳しくはReinhart(1983)を参照。

あ

奇
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